
を
柔
軟
に
選
択
す
る
と
い
う
手
法
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
に
近
い
状

態
で
長
期
保
存
可
能
な
果
実
加
工
品
「
レ

ア
フ
ル
」、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食

用
に
粉
砕
・
加
工
し
た
「
コ
ー
ン
グ
リ
ッ

ツ
」、
農
産
物
の
流
通
コ
ス
ト
低
減
や
鮮

度
保
持
を
実
現
す
る
「
Ｍ
Ａ
包
装
」
な
ど

の
製
品
・
技
術
が
生
み
出
さ
れ
、
社
会
実

装
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
研
究
で
は
産
業
振
興
だ
け
で
な

く
、
北
海
道
の
地
域
が
抱
え
る
社
会
的
な

問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
農
村

集
落
に
お
け
る
生
活
環
境
の
創
出
と
産
業

振
興
に
向
け
た
対
策
手
法
の
構
築
」
で

は
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
お
い
て
安

全
か
つ
安
心
し
て
仕
事
や
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
一
次
産
業
の
省
力
・
軽
労
化

技
術
か
ら
街
づ
く
り
に
至
る
ま
で
、
モ
デ

ル
地
域
と
連
携
し
て
解
決
策
を
探
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
・
産
業
特
性
に

応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
型
利
用
モ
デ

ル
の
構
築
」
で
は
、
温
泉
・
地
中
熱
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
廃
棄
物
な
ど
、
北
海
道
の
各

地
に
眠
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

活
用
し
、
地
域
の
生
活
や
産
業
を
よ
り
豊

か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
合
研
究
機
関
と
し
て

の
総
合
力
を
発
揮
し
、
北
海
道
や
地
域
が

抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
道
総

研
の
使
命
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
総
研
は

地
域
や
企
業
、
団
体
等
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
研
究
や
技
術
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
場
に
密
着
す
る
姿
勢
は
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
道
総
研
の
基
本
ス
タ
イ

ル
で
す
。

　

一
方
で
、
最
近
の
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会

情
勢
の
変
化
や
災
害
の
発
生
な
ど
が
、
経

済
社
会
や
生
活
様
式
の
大
変
換
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
中
、
道
総
研
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
将
来
を
見
据
え
て
進
む
べ
き
方

向
を
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
と
も
に
成
果
の
社
会
実
装
に
邁
進

す
る
「
シ
ン
ク
＆
ド
ゥ
タ
ン
ク
」
と
な
る

こ
と
で
す
。
こ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
始

め
る
取
組
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
名
付
け
、
広
く
全
道
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
地
域
の
方
々
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て

参
画
し
、
事
業
を
リ
ー
ド
す
る
枠
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
経
済
と
環
境
が
循
環
し
、
持
続

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
単
な
る
「
も
の
づ
く
り
」
で

は
な
く
「
市
場
を
つ
く
り
上
げ
る
」「
地

域
を
豊
か
に
す
る
」
こ
と
が
最
終
目
標
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
気
候
変
動
や
人
口
減

少
下
に
お
い
て
も
、
国
内
外
の
先
進
モ
デ

ル
と
な
り
得
る
、
持
続
可
能
な
地
域
モ
デ

ル
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

始
動
し
た
「
道
産
コ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
道
総
研
と
道
内
の
企

業
、
農
協
な
ど
が
連
携
し
、
道
産
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
主
原
料
に
し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の

製
造
を
行
い
ま
す
。
来
年
4
月
か
ら
は
、

空
知
管
内
の
長
沼
町
で
蒸
留
を
開
始
し
、

令
和
7
年
の
販
売
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
初
め
て
ウ
イ
ス
キ
ー
が
作
ら

れ
て
間
も
な
く
１
０
０
年
を
迎
え
る
今
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
一
大
産
地
で
あ
る
北
海

道
に
ふ
さ
わ
し
い
お
酒
と
し
て
、
新
た
な

文
化
の
創
生
と
海
外
へ
の
発
信
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
振
興
の
た
め
養
殖
関
連
の

テ
ー
マ
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
社
会
的
要
請
の
強
い
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
再
エ
ネ
利
用
、
省
エ

ネ
）」
に
対
応
す
る
テ
ー
マ
な
ど
も
あ

り
、
北
海
道
の
発
展
に
向
け
て
、
新
た
な

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
初
め
て
展
開
で
き
る
も
の

で
す
。
持
続
可
能
な
北
海
道
の
未
来
の
た

め
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本年度開始した、道総研チャレン
ジプロジェクトのスキーム

パンやお菓子の原料となるコーングリッツを道産コーンウイ
スキーの原料として活用
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道
総
研
の
概
要

　

道
総
研
は
、
平
成
22
年
4
月
に
22
の
道

立
試
験
場
等
を
統
合
し
、
丹
保
憲
仁
初
代

理
事
長
以
下
、
お
よ
そ
８
０
０
人
の
研
究

員
を
有
す
る
科
学
系
の
総
合
研
究
機
関
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
昨
年
、
設
立
か
ら

10
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
試

験
場
の
歴
史
は
古
く
、
農
業
研
究
本
部
畜

産
試
験
場
は
、
明
治
9
（
１
８
７
６
）
年

に
発
足
し
た
北
海
道
開
拓
使
の
牧
牛
場

（
現
在
の
札
幌
市
南
区
真
駒
内
）
に
ル
ー

ツ
を
持
ち
ま
す
。
ま
た
、
産
業
技
術
環
境

研
究
本
部
の
工
業
試
験
場
は
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
に
北
海
道
工
業
試
験
場

と
し
て
設
立
さ
れ
、
来
年
は
１
０
０
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
各
試
験
場
は
道
内

各
地
の
地
域
・
産
業
と
密
接
に
関
わ
っ
て

設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
も
地
域
と
と
も
に

そ
の
歴
史
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。

総
合
力
を
発
揮
し
た
戦
略
研
究

─
地
域
や
産
業
へ
の
貢
献
─

　

道
総
研
は
設
立
後
す
ぐ
に
、
各
試
験
場

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
徴
を
活
か
し
つ

つ
、
分
野
を
横
断
し
て
取
り
組
む
戦
略
的

な
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。
平
成
22
〜
26

年
度
に
取
り
組
ん
だ
「
北
海
道
の
総
合
力

を
生
か
し
た
付
加
価
値
向
上
に
よ
る
食
産

業
活
性
化
の
推
進
」
で
は
、
食
産
業
と
い

う
広
い
テ
ー
マ
の
下
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
者
が
集
結
し
、
11
の
商
品
を
開
発

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
速

や
か
な
普
及
・
拡
大
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
研
究
成
果
を
社
会
実
装
に
導
く

こ
と
の
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
道
総
研
設
立
の
5
年
後
に

は
戦
略
研
究
制
度
を
設
け
、
理
事
長

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
下
で
大
学
や
民

間
企
業
と
も
連
携
し
て
研
究
を
実
施

す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
前
年
度
ま
で
の
食
産

業
研
究
を
発
展
さ
せ
た
「
素
材
・
加

工
・
流
通
技
術
の
融
合
に
よ
る
新
た

な
食
の
市
場
創
生
」
を
開
始
し
、
そ

の
際
、
研
究
の
計
画
段
階
か
ら
事
業

者
と
共
同
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
想
定
し
て
研
究
テ
ー
マ

持
続
可
能
な
北
海
道
の
未
来
を
目
指
し
て

　
地
方
独
立
行
政
法
人
・
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
（
道
総
研
）
は
、
農
業
、
水
産
業
、
林
業
、

産
業
・
環
境
、
建
築
の
5
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
総
合
研
究
機
関
で
す
。
私
た
ち
は
、
北
海
道
の
将
来

を
見
据
え
て
、
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
示
し
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
研
究
成
果
の
社
会
実
装
に
邁
進

す
る
「
シ
ン
ク
＆
ド
ゥ
タ
ン
ク
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

田中　義克
（たなか・よしかつ）

P r o f i l eP r o f i l e
地方独立行政法人
北海道立総合研究機構 理事長
昭和 26 年愛知県生まれ。名古
屋大学大学院修了。51 年トヨタ
自動車工業株式会社（現トヨタ
自動車株式会社）入社。平成
16 年同社常務役員となり、三好
工場長、衣浦工場長、明知工
場長を経て、18 年トヨタ自動車
北海道株式会社取締役社長。30
年から現職。トヨタ及びトヨタ自
動車北海道で 41 年間ずっともの
づくりに携わってきた。全道に展開する道総研

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

第
　
回
1

新
連
載
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